
【一つの国や地域（=NPC）から、何人の選手が出場できるの？】 

男女の各階級には 1 つの NPC から最大 1 名が出場できる。日本の選手間でも、枠を獲得するのに熾烈な戦いが

行われている。 

 

【絶対にクリアしなければいけない、最低出場条件！】 

最低出場資格の突破 

IPC 公認大会で下記記録の突破が必須となる。 

日本国内でいえば、日本パラ・パワーリフティング連盟主催の国内大会は IPC 公認大会にあたるので、今

回の大会も該当。まだ記録を突破できていない選手は、本大会が勝負どころだ！ 

■男子  

・49kg 階級：105kg 

・54kg 階級：115kg  

・59kg 階級：125kg 

・65kg 階級：135kg 

・72kg 階級：142kg 

・80kg 階級：150kg 

・88kg 階級：157kg 

・97kg 階級：165kg 

・107kg 階級：172kg 

・+107kg 階級：180kg 

 

■女子  

・41kg 階級：57kg 

・45kg 階級：60kg  

・50kg 階級：62kg 

・55kg 階級：65kg 

・61kg 階級：67kg 

・67kg 階級：70kg 

・73kg 階級：72kg 

・79kg 階級：77kg 

・86kg 階級：82kg 

・+86kg 階級：87kg 

 

【 出場必須大会 】 

以下の大会に必ず出場すること。 

 

・2017 年  世界選手権（メキシコ） 

・2018 年  地域選手権（アジア、ヨーロッパ、アフリカ、アメリカで開催される地域選手権） 



・2019 年  世界選手権（カザフスタン） 

・2020 年  IPC 公認国際大会（ワールドカップ）※2020 年 1 月～4 月までに複数開催される IPC 公認国際大

会（ワールドカップ）は、最低１つに出場することが条件 → 変更あり 

2020.4.29 WPPO 発表 

＞ 中止となった 4 月開催ワールドカップの代替大会の開催は不可と判断。そのため、 

ドバイワールドカップにエントリーした選手までをこのパスウェイ通過者とみなす。 

 

＞ パラランキングアップのチャンスとなる大会は今後開催を検討する。 

（ランキングはまだ締め切りではない） 

 

2020.4.30 WPPO 発表 

＞ 2020 年 11 月 1 日～2021 年 6 月 27 日までに開催予定の IPC による指定大会に１つ出場すること。 

（国内大会等の IPC 公認大会ではなく、指定された大会に出場のこと） 

 

【東京 2020 パラランキングを上げ、出場枠をやっと獲得！】 

上記条件をクリアしても出場できるわけではない。 

さらに、2021 年 6 月 27 日時点の他国を含めた東京 2020 パラランキングにおいて、各階級上位男子 8 位、

女子 8 位に入ってやっと出場権が与えられるのだ。 

 

※東京 2020 パラランキングは上記【出場必須大会】でのみ更新される。 

 

 

【開催国枠や推薦枠はないの？】 

開催国であるという理由で与えられる特別な枠＝「開催国枠」は無い。ただ、各国・地域の推薦選手から、

IPCおよびWPPOが選考する「推薦枠」という枠で日本人選手が選ばれる可能性も0％ではない。 

日本のパラ･パワーリフティング選手は、屈強な世界の選手を相手に厳しい戦いを勝ち抜かなければいけな

いのだ。 

 

2020.4.30 WPPO発表 

2021年6月28日 パラランキングがWPPOより発表予定 

2021年7月7日  バイパルタイト申請締め切り 

2021年7月13日以降、バイパルタイト獲得者決定予定 

2021年8月2日ごろ 出場者確定予定 

 

※ 今後変更がある可能性もあることご了承いただき、現時点での情報としてご参考までに。 


